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『ふたり』 

福田隆浩／著 講談社（YF フ・913 フ） 

 読書
どくしょ

好
ず

きの村井
む ら い

准一
じゅんいち

と転校生
てんこうせい

の 

小野
お の

佳
か

純
すみ

は、二人ともミステリー 

作家、月森
つきもり

和
かず

のファンだと知
し

って 

仲
なか

良
よ

くなる。月森和が別
べつ

の名前で 

も本を書いていることを知った准 

一は、佳純とその名前を探
さが

し始める。 

 

『花
はな

守
もり

の話
はなし

』 

柏葉幸子／作 講談社 

（913 カ・ハ） 

春休みにカゼをひいて寝
ね

込
こ

ん 

でしまった瞳子
と う こ

。仕事が忙
いそが

しい 

両親
りょうしん

にかわっておばあちゃんが 

看病
かんびょう

に来てくれたが、おばあちゃんが夜中
よ な か

に呼
よ

び

出
だ

されてしまう！困
こま

った瞳子は…。 

 

 『ふたりユースケ』 

三田村信行／作 理論社 

（913 ミ・フ） 

引
ひ

っ越
こ

した町で「神童
しんどう

」大川
おおかわ

 

ユースケの生まれ変
か

わりにされ 

てしまった小川
お が わ

ユースケ。町の 

人たちは、小川ユースケの「大川ユースケ化
か

計画（プ

ロジェクト）」を勝手
か っ て

に始
はじ

めてしまった！ 

『ぼくの夏休み革命
かくめい

』 

つちもととしえ／作  

国土社（913 ツ・ボ） 

夏休みの初日
しょにち

にケガをしてし 

まった誠也
せ い や

はしかたなく部屋
へ や

の 

片
かた

づけを始
はじ

めた。部屋にたまっていたゴミを捨
す

てて

いくうちに、自分の頭の中もスッキリしていくよう

で…。片づけに目覚
め ざ

めた誠也の夏休みはどうなる？ 

 

『なまけものの王さまと 

かしこい王女のお話』 

ミラ・ローベ／作 佐々木田鶴子／訳 

徳間書店 （9４3 ロ・ナ） 

 なまけものの王さまナニモセン５世
せい

が病気
びょうき

にな

ってしまった。国中
くにじゅう

の医者
い し ゃ

がやってきたが誰
だれ

も王

さまを治
なお

すことができない。王さまの病気を治して

くれる人を探
さが

しに城
しろ

を飛
と

び出
だ

した王女さまだが…。 

 

『ルドルフとイッパイアッテナ』 

斉藤洋／作 講談社（913 サ・ル） 

黒ねこのルドルフは、魚屋の 

おじさんに追いかけられてトラ 

ックの荷台
に だ い

の中に逃
に

げ込
こ

んだ。 

トラックに乗
の

せられ東京
とうきょう

まで来 

てしまったルドルフは、ボスね 

このイッパイアッテナに出会
で あ

う。 

 

 

 

 

『二年間の休暇
きゅうか

』 

J・ベルヌ／著 朝倉剛／訳  

福音館書店 （953 ヴ・ニ） 

 １５人の少年を乗
の

せた帆船
はんせん

 

スラウギ号が、停泊
ていはく

していた 

港
みなと

から海に流されてしまう。船
ふね

は嵐
あらし

にまき込
こ

まれ

壊
こわ

れてしまったが、島
しま

に打
う

ち上
あ

げられたため少年た

ちは助
たす

かった。ところが、その島が無人
む じ ん

島
とう

で…。 

『名探偵
めいたんてい

カッレくん』 

ｱｽﾄﾘｯﾄﾞ･ﾘﾝﾄﾞｸﾞﾚｰﾝ／作  

尾崎義／訳 

岩波書店 （9４９リ・メ） 

 カッレ、エヴァロッタ、アン 

デッシュは楽しい夏休みをすごしていた。ところ

が、エヴァロッタの親戚
しんせき

のエイナルおじさんがや

ってきて夜中
よ な か

にこそこそと動
うご

きまわるので…。 

 

 

 

 

『父さんはどうして 

ヒトラーに投票
とうひょう

したの？』 

ﾃﾞｨﾃﾞｨｴ･ﾃﾞﾆﾝｸｽ／作 PEF／絵 

解放出版社（234 ト） 

ヒトラーが政権
せいけん

をとった日か 

ら独裁
どくさい

、戦争
せんそう

、人種
じんしゅ

差別
さ べ つ

はエス 

カレートしていった。 

『みんなのチャンス』 

石井光太／著  少年写真新聞社（367 ミ） 

家がなく路上
ろじょう

で生活し 

ている子どもたちが世界 

中に４億
おく

人もいる。その 

子どもたちは学校にも行 

けず、食べものも満足
まんぞく

に 

ない。わたしたちのあたりまえを見直
み な お

してみよう。 

『まちぼうけの生態学
せいたいがく

』 

遠藤知二／文 福音館書店（485 マ） 

虫と虫の関
かか

わりあいを研究
けんきゅう

す 

る生態
せいたい

学者
がくしゃ

のぼく。アカオニグ 

モの見事
み ご と

な狩
か

りを見てからは、 

アカオニグモと他
ほか

の虫との関わ 

りあいを調
しら

べている。 

 

 

『クジラのおなかからプラスチック』 

保坂直紀／作 旬報社（519 ク） 

タイの海岸
かいがん

に打
う

ち上
あ

げられ 

たクジラの胃
い

の中から８０枚
まい

 

のプラスチックの袋
ふくろ

が出てき 

た！この袋は人間が作ったも 

のだ。どうしたらプラスチッ 

クごみを減
へ

らせるのだろう。 

 

 『この計画
けいかく

はひみつです』 

ｼﾞｮﾅ･ｳｲﾝﾀｰ／文  ｼﾞｬﾈｯﾄ･ｳｲﾝﾀｰ／絵 

さくまゆみこ／訳 鈴木出版（E コ） 

学校が立
た

ち退
の

いた後
あと

に研究所
けんきゅうじょ

 

が建
た

ち、国中
くにじゅう

から科学者たちが 

たくさん集まってきた。科学者 

たちは、自分たちがそこで何を 

しているかを言わなかった。 

 

『みんなちがって、それでいい』 

宮崎恵理／著  重本沙絵／監修 

ポプラ社（782 ミ） 

生まれつき右腕
みぎうで

のひじから下 

がない沙
さ

絵
え

。持
も

ち前
まえ

の負
ま

けん気
き

 

で陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

に打
う

ち込
こ

み、リオパ 

ラリンピックで銅メダルを獲得
かくとく

 

した。 

 

『せかいでいちばんつよい国』 

デビット・マッキー／作 なかがわちひろ／訳  

光村教育図書（E マ・セ） 

大きな国の大統領
だいとうりょう

は他
ほか

 

の国を戦争
せんそう

で負
ま

かして、 

国をさらに大きくしてい 

った。最後
さ い ご

に残
のこ

ったのは 

ちっぽけな国で…。 

 

 

 

『きかせたがりやの魔女
ま じ ょ

』 

岡田淳／作 偕成社（913 オ・キ） 

ぼくは階段
かいだん

の踊
おど

り場
ば

で魔女
ま じ ょ

に 

出会
で あ

った。魔女は学校
がっこう

の時間
じ か ん

を 

止
と

めて、ぼくに「踊り場の魔女 

の話」を聞
き

かせてくれた。きか 

せたがりやの魔女から聞いた６ 

人の魔女と魔法使
まほうつか

いの話。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


